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① 第５次食育推進基本計画の実践に向けた実効性の確保

※6月30日 食育推進評価専門委員会資料から抜粋

〇 第４次計画の目標・実績の結果を鑑み、第５次計画の方向性および施策の実践に向けて、
国民の食育の推進をすすめるためにも、実効性の確保の観点が必要ではないか。
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② 学校教育での論点の細分化

〇 学校教育での食育についてもより細分化した議論が必要ではないか。特に、中学校、高
校、大学においての食育の機会の充実が必要ではないか。
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①～⑥のいずれか１つでも取り組むＪＡ

（441JA）

①農業体験学習会の実施（338JA）

②出前授業の実施（297JA）

③バケツ稲セット等の栽培キットの配布

（212JA）

④親子料理教室の開催（160JA）

⑤農業理解のための自ＪＡ作成教材の提供

（79JA）

⑥食農教育に関するセミナー等の開催（27JA）

食農教育の取り組みの実施ＪＡ数・割合 連携している教育機関等

（JA数等は、令和６年４月１日時点512JAを対象としたJA全中調査より）

幼稚園等：129JA  小学校：292JA
中学校：45JA 高校：29JA

幼稚園等：63JA  小学校：183JA
中学校：11JA 高校：1JA

幼稚園等：83JA  小学校：267JA
中学校：54JA 高校：40JA

８６％超のＪＡで何らかの食農教育に取
り組んでいる一方で、取り組みの中心は
幼稚園等や小学校。
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女性

子ども食堂の運営 【JAふくしま未来女性部（福島）】

⚫ 2022年、女性部有志がJAの
協力を得て、JA施設内で子ど
も食堂を開設。

⚫ 毎月第３土曜のお昼に営業。１
回につき約120食を提供。利用料
は、大人300円、中学生以下無料。

⚫ 料理には、JA直売所出荷者提供（フードドライ
ブ）の規格外農産物のほか、JAの支援金を活用し
て地元食材を積極的に活用。メニュー表で使用し
た農畜産物を紹介し、地産地消・国消国産を推進。

▲地元食材にこだわったﾒﾆｭｰ

高齢者向け宅食サービス 【JA愛知東女性部（愛知）】

⚫ 高齢化がすすむなか、2022
年に、女性部の内部組織とし
て「地域ささえ愛」組織を立
ち上げ。「宅食サービス」
「家事支援サービス」「見守
り」の３つの柱で活動。 ▲利用者宅へ弁当を届けるｻﾎﾟｰﾀｰ

⚫ 「宅食サービス」では、JA厚生連病院の管理栄養
士が監修したレシピをベースとし、地元野菜を使
用した「愛ちゃん弁当」を製造。安否確認も兼ね
て、サポーターが高齢者宅へ配達。

女性組織による地域における取組事例

学校給食への食材提供 【JA八ヶ岳女性部（長野）】

⚫ 「新鮮でおいしい野菜を子ど
もたちに」をモットーに、毎
年６月から翌１月まで地元小
学校の給食へ野菜を提供。

⚫ 小学校のランチルームには
野菜提供者の写真と名前を

掲示。その日の校内放送でも紹介。

⚫ 10年以上続く取り組みで、2023年は葉物野菜を
中心に17品目、約2トンの野菜を提供。

▲納品する野菜を積込む
女性部ﾒﾝﾊﾞｰ

出典：「JA長野県いいJAん！信州」（JA長野中央会）記事をもとに全女協まとめ

⚫ 「子どもに、食べること、作るこ
との大切さや大変さを伝えたい」
との思いから、遊休農地を活用し、
地元小学校の５～６年生を対象に
小麦栽培（播種、麦踏み、草取り、
収穫等）の体験機会を提供。

⚫ グループメンバーが講師となり、
６年生を対象に、収穫した小麦を

▲小麦を収穫する児童

使ったピザの調理実習も実施。2023年には、学校
給食に、この小麦を使ったパンが提供された。

出典：「JA長野県いいJAん！信州」（JA長野中央会）記事をもとに全女協まとめ

小学校と連携した食農教育 【JAみなみ信州女性部
ﾌﾚｯｼｭﾐｽﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ（長野）】

写真：JA愛知東女性部 出典：JA全中事例集をもとに全女協まとめ
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JA信州うえだ女性部（長野）の取り組み

（１） 小学校への出前授業～「おやき」づくり～

（２） 親子収穫体験・料理教室

⚫ JA管内在住の小学生とその家族を対象に、女性部・青年部メ
ンバーのほ場で、地元農産物の収穫体験と料理教室をセット
で実施（2024年度は、アスパラ、キュウリ、リンゴをテーマ
に３回）。

⚫ 農産物の特徴や栽培方法の紹介、収穫体験は青年部メンバー
が、収穫した農産物を使った料理教室は女性部メンバーが、
講師を担当。 ▲ リンゴの収穫・料理には、

子ども18名、大人16名が参加

⚫ JA管内の小学校が開催する「ふれあい伝承広場」において、
2023年より、女性部メンバー等が講師となり、地元の伝統
食「おやき」の調理実習を実施。

⚫ 「おやき」には、長野県産小麦や地元直売所の野菜（ズッ
キーニ、カボチャ）等を使用。地域の食文化と地元農産物の
良さを子どもたちへ伝承。 ▲ 小学４～６年生24名が参加した

    出前授業

写真：JA信州うえだ



5

郷土料理等をアレンジしたレシピの展開による食文化の継承の提案

③ 食文化の継承に向けた学校教育の場の重要性

〇 家庭にて郷土料理を食べる機会がかなり少ないと思われる中、学校給食等の場において、
郷土料理や和食の機会の充実が必要ではないか。また、子供に教える栄養教諭の能力向
上・知識の蓄積への支援も必要ではないか。

JA全国女性組織協議会HP レシピコーナーQRコード ⇒

JA女性組織のメンバーから地域に伝わる様々な料理を募集し、厳選

JA全国女性協では、伝統的な食習慣や家庭の味などを次世代に伝えていくために、これまで様々な料理や
レシピをJA女性組織メンバーから積み上げを実施
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